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はじめに

近年、高齢者と子どもの世代間交流の機会が失われつつある中、地域においては地域福祉向上の

ための取り組みが急がれている。

このような中で、幼老複合施設及び宅幼老所 (地域共生型サービス、以下略)の運営が増加して

おり、今後さらなる増加が見込まれる。

1跡す (2003・ 2005)よ り、幼老複合施設内での高齢者と子どもの交流実態から、高齢者において

は、認知症の進行緩和や精神的安定などに繋がつているという事例や、子どもが施設外で出会った

高齢者や障がい者に対しても、思いやりの心や気遣う姿を見せているといつた事例が見られており、

世代間交流は、高齢者と子ども双方に対し有意義であること、また施設内での世代間交流から施設

外へと広がっていることが報告されている。

以上のことから、幼老複合施設における世代間交流は、地域福祉にも繋がる重要な要素であると

考えられ、幼老複合施設は世代間交流の一拠点と定義することができるであろう。

また、北村 (2005)は、現在の幼老複合施設間における課題として情報共有の仕組みを挙げてい

る。しかし同時にJ跡|(2005)は、幼老複合施設には全国的な状況をトータルに把握できるような

統計はないと述べており、このような状況の中で、幼老複合施設間が情報共有できるような仕組み

が整うまでには多くの時間がかかると予想される。この課題に対し、まずは解決の糸口を見つけ出

していくことが必要であろう。

1.研究目的

本研究では、高齢者と子どもが同施設内で生活する機会があるという点から、宅幼老所も幼老複

合施設に含まれるものとする。なお、本章以下では、『幼老複合施設』と記載されている箇所のみ、

宅幼老所を含む幼老複合施設全体を指すものとする。

『幼老複合施設』の研究から、さらなる地域福祉の向上に繋げていくためには、どのような環境

設備や取り組みが有効となるのかについて検討していくこととする。加えて、『幼老複合施設』にお

ける他施設及び関係者との情報共有の実態についても調査していくこととした。

また、互いに抵抗感や苦手意識を感じている高齢者や子どもの施設での生活実態や、『幼老複合施

設』における人的環境、それに伴う心理的状況、変化についても検討していくこととした。
これらの調査及び検討を通して、『幼老複合施設』から今後の世代間交流及び地域福祉向上へと繋

がつていく可能性を見出し、その取り組みへの有効的な方法について考察していきたい。

2.研究方法

(1)調査対象施設の選定

本研究では、長野県を調査対象地とした。調査対象施設は、長野県ホームページ上の「宅幼老所
一覧」に記載されている宅幼老所の中から、高齢者を対象とする事業及び子どもを対象とする事業

を実施していると記載されていることを条件とした。この条件を満たす全宅幼老所のうち、無作為

に6ヶ 所の宅幼老所を選定した。また、宅幼老所と幼老複合施設の比較研究を行うために、長野県

内にある全幼老複合施設のうち、無作為に lヶ所の幼老複合施設を選定し、計7ヶ所の施設を選定

した。



(2)調査概要

施設の環境構成や幼老複合施設及び宅幼老所として運営を始めた理由、施設内での高齢者と子ど

もの交流実態、互いに苦手意識をもつ高齢者と子どもに対する施設職員の働きかけ、他施設及び関

係者間における情報共有の実態などに関し、施設見学や職員への間き取り調査及びアンケー ト調査

を実施した。調査期間は、2018年 7月 から12月 である。

3.研究結果と考察

本調査の結果、幼老複合施設及び宅幼老所は、ノーマライゼーションの理念を基に、その地域ま

たは施設職員のニーズに合わせて、開設及び運営を行つていることが分かつてきた。また、世代間

交流に関しては、行われる頻度や交流形態などは施設ごとに大きく異なっているものの、それぞれ

取り組むよう意識して働きかけていることが窺えた。さらに、初めは抵抗感や苦手意識を感じてい

た高齢者や子どもも交流を重ねることで自然と打ち解けていくことが分かつた。これらの点からも、

『幼老複合施設』内での世代間交流から地域福祉の向上に繋がつていく可能′性が見えてきたように

思われる。特に、宅幼老所における世代間交流に関しては、「高齢者への支援で手‐杯になっている」

などといった課題が見られるものの、地域のニーズを受け、柔軟に対応しているために生じた課題

でもあるといえるであろう。このような課題は今後さらに考察していくことが必要であると考える。

『幼老複合施設』間の情報共有の仕組みには現在もなお課題が見られるが、この課題に関しては、

市町村や県を超えた仕組みを整えることが必要であり、仕組みが整うまでにはかなりの時間と労力

を有するであろう。

そのためには、地域内など小規模なところから情報共有の仕組みを整えていくことが大切である

と考えられる。まずは、地域内の『幼老複合施設』が情報共有できるようなホームページや掲示板、

メーノ昭己信などの情報共有媒体の作成から進めることが解決策の一つとなるのではないだろう力Ъ

そのために、今後さらに各施設と市町村の連携が行われていくことが求められよう。

おわりに

本研究より、幼老複合施設及び宅幼老所の開設並びに運営は、地域の状況に合わせて柔軟に行わ

れており、実際に施設内の世代間交流から施設外へと広がっている事例が見られた。このことから、

『幼老複合施設』から地域福祉向上へと繋がっていく可能′性が垣間見えたように思われる。

また、『幼老複合施設』は施設ごとに試行錯誤し、独自の方法や考え方、また利用者及び利用する

子どもの状態や希望に合わせて、世代間交流の機会を設定していた。現状では、『幼老複合施設』間

における情報共有の仕組みが整っていないため、施設内もしくはその地域内のみでしか『幼老複合

施設』内での取り組みが共有されていなしゝ 情報共有することで、他施設の有効的な取り組みを参

照し、よりその施設及び地域に合った世代間交流の場が形成されていくことができるのではないか

と思われる。市町村や県を超えての情報共有の仕組みを整えるには多くの時間と労力を有すると思

われるが、まずは地域における情報共有の仕組みを整えることで、小規模な情報共有の仕組みづく

りから大規模な情報共有の仕組みづくりに繋がつていくことができるのではないかと考える。第一

歩として、身近な地域における情報共有の仕組みづくりを各施設並びに市町村が連携して行つてい

くことが求められるのではないだろう力、

しかし、本研究は、調査対象施設も少なく、質問項目の選定も不十分な点が多いため、今後さら

に、幼老複合施設及び宅幼老所に関する研究が深められることを期待したい。
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はじめに

従来、一般的に家庭内や地域における日常生活の一部として行われていた高齢者と子ど

t)の世代間交流は、近年の核家族社会及び少子高齢社会、また、近隣住民同士の繋がりが

希薄化する地域内においてその機会を失われつつある。その結果、高齢者にとつては社会

的な役割を担 う機会が減少し、社会的孤立や生きがいの喪失、QOLの 低下に繋がつているc

また、子どもにとつても社会性を育む機会の喪失に繋がつている (林谷 。本庄 12012)1)c

さらに、地域におけるニーズの多様化や複合的な問題の増加に伴い、公的な福祉サービス

では対応できないなどといつた問題が生 じていることにより、現在、地域福社の推進が全

国的に重要視されてお り、地域福祉向上のための取 り組みが急がれている (厚生労働省 :

2008)"。

このような中で、近年では財政的側面及び幼老統合ケア注1)の実現という試みに加え、世

代間交流の促進という副次的効果への期待に伴い、幼老複合施設の運営が増加 しており、

今後さらなる増加が見込まれる (多胡 :20060:北村 :20034)。 20055))。 加ぇて、地域住民

の交流の場及び様々な相談に応 じる場として、「宅幼老所」(地域共生型サービス、以下略)

という取り組みも推進さオしている (厚生労働省 :2013)0。

北村 (2003)よ り、「幼老複合施設」とは、「保育園や児童館、小学校などの子ども用の

施設と、老人デイサービスセンターや特別養護老人ホームなどの高齢者用の施設が合築 。

併設された施設」つのことを言 う。また、厚生労働省 (2013)よ り、「宅幼老所Jと は、「/」 ヽ

規模で家庭的な雰囲気の中、高齢者、障害者や子どもなどに対 して、1人ひとりの生活 リズ

ムに合わせて柔軟なサービスを行 う取組」
8)の ことであり、「サービス形態は地域のユーズ

に応 じて様々に設定される」詢ものである。本研究では、高齢者と子どもが同施設内で生活

する機会があるという点から、宅幼老所も幼老複合施設に含まれるものとする注の。

幼老複合施設の取 り組みや施設内での高齢者と子どもの交流実態から、高齢者と子ども

の世代間交流は、高齢者の身体機能の一部回復や認知症の進行緩和、精神的安定などに繋

がっているという事例や、子どもが街中で出会った高齢者や障がい者に対しても思いや り

の心や気遣いの姿を見せているという事例が見られており、世代間交流は、高齢者と子ど

も双方に対し有意義であることが報告されている (北村 :2003→・2005")。

以上のことから、幼老複合施設における世代間交流は、地域福祉にも繋がる重要な要素

であると考えられ、幼老複合施設は、世代間交流の一拠点として定義することができると



いえるであろう。

北村 (2003)は、「施設を通 t)て培われた関係が利用者から家族や地域住民へ、施設内か

ら施設外へと広がっているケースや、子どもが成長 して施設を離れた後にも続いているケ

ースなどがみられた」9t)の の、幼老複合施設における世代間交流の実態調査からは、「施

設側が企画するソフ ト面での
「
しかけ=(計画交流)」 の役割の重要性が浮かび上がってく

る。」
1の と述べており、世代間交流には、施設職員を中心とした第二者による働きかけの重

要性が見えてくる。

また、北村 (2005)は、「既存の幼老複合施設の関係者をつなぐネットワークはなく」
H)、

今後は、「互いに率直に議論 し合えるようなネットワークづくりが求められよう。」
12)と

述

べており、現在、幼老複合施設間における情報共有の状態には課題があると考えられる。

しかし同時に、北村 (2005)は、「幼老複合施設にはさまざまな種類があるため、全国的

な状況を トータルに把握できるような統計はない。」
t⇒ と述べており、このような状況の中

で、幼老複合施設間が情報共有できるような仕組みが整 うまでには多くの時間や労力がか

かると予想される。この課題に対 し、まずは解決の糸口を見つけ出していくことが必要で

あろう。



I.研究日的

幼老複合施設と地域福祉は、ノーマライゼーシヨンの理念注3)に 基づく世代間交流の促進

とい う点で大きく結びつくものであると考え、さらなる地域福祉の向上に繋げていくため

には、どのような環境設備や取り組みが有効となるのかについて、幼老複合施設にお |す る

研究から検討 していくこととする。カロえて、幼老複合施設間及び関係者間の情報共有は、

地域福祉向上にも繋がり得るものであり、本課題の解決策を考えていくことは今後の幼老

複合施設の発展においても必要不可欠であると考え、幼老複合施設における他施設及び関

係者 との情報共有の実態についても調査 していくこととした。

また、幼老複合施設における利用者の中には、子どもが苦手であつたり、子どもの泣き

声や、高く大きな声などに嫌悪感を示 したりする方もいると考えられる。また、子どもに

おいても、高齢者と接することに抵抗感を抱いていたり、自分から積極的に関わることが

できなかつたりする子どももいることであろう。このような人々に対 ヒ′、落ち着いて生活

できる場を提供するための対策を考えることも世代間交流及び地域福社の推進を考えてい

く上で必要なことであると思われる。このような点から、互いに抵抗感や苦手意識を感 じ

ている高齢者や子どもの施設での生活実態や幼老複合施設における人的環境、それに伴 う

心理的状況、変化についても検討 していくこととtン た0

これらの調査及び検討を通 して、今後の世代間交流及び地域福祉向上に関わる幼老複合

施設の可能性を見出し、その取り組みへの有効的な方法について考察していきたい。



Ⅱ.研究方法

1.調査対象施設の選定

本研究では、全国的に見て宅幼老所の運営が進んでいる長野県を調査対象地とし、調査

対象施設は、宅幼老所とし′て運営を行つている施設 6ヶ所 (No.1～ 6)と 、幼老複合施設と

して運営を行つている施設 lヶ 所 (No.7)の 計 7ヶ 所の施設を選定 した (【 Table.1】 参照)。

なお、本研究では、前述したように、宅幼老所も幼老複合施設に含まれるものとすると

定義しているが、本章以下では、『幼老複合施設』と記載ヒノている箇所のみ、宅幼老所を含

む幼老複合施設全体のことを述べているものとする。

選定方法とtノ ては、まず、長野県ホームページ上の「宅幼老所一覧」注りに記載されてい

る宅幼老所において、地域密着型通所介護などの高齢者の利用を対象とする事業と共に、

放課後等デイサービスや認可外保育、学童保育、乳幼児一時預かりなどの子どもの利用を

対象とする事業も実施 していると記載されていることを条件とした。この条件を満たす全

宅幼老所のうち、無作為に 【Table.11の 6ヶ所の宅幼老所を選定したcまた、宅幼老所と

幼老複合施設の比較研究を行うために、長野県内にある全幼老複合施設のうち、無作為に

【Table.11の lヶ 所の幼老複合施設を選定した。
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所在地
|

【Table.lI調査実施施設概要

実施事業 空間

接合

職員体制

|

地域密着型通所介護、認可外保 介護士、介護福祉士、 |

1育、学童保育、緊急時宿泊 (自 看護師 計 5名

地域密着型通所介護、乳幼児一 1混在型
|

介護士、介護福祉士、

看護師 計 6名時預かり (う ち有料)

地域密着型通所介護、学童保 介護士、介護福祉士、

看護師、調理員、運転

手 計 17名

育、乳幼児一時預かり、子育て
|

1馴 雄 蝶 、難 嚇 泊 開

宅幼

老所

宅幼

老所

宅幼

老所

宅幼

老所

宅幼

老所

地域密着型通所介護、放課後等

デイサービス、学童保育、乳幼

児一時預かり (う ち有料)

保育士、介護士、介護
|

福祉士、看護師、社会

福祉士、児童指導員、

保育補助、調理師、料

理担 当、運転手 計 32

名

保育士、介護士、介護

福祉士など 計 30名

混在型

兼

分棟型

宅幼

老所

幼老

複合

施設

地域密着型通所介護、放課後等

デイサービス、児童発達支援、

心身障害児タイムケア、日中一

次支援事業、緊急時宿泊 (県 )

地域密着型通所介護、学童保

育、乳幼児一時預かり (う ち有

料)、 子育て短期支援事業、緊

急時宿泊 (自 主)

軽費老人ホーム、有料老人ホー

ム、デイサービス、居宅介護支

援事業所、訪間介護事業所、事

混在型

兼

分棟型

積層型

兼

分棟型

介護士、

看護師、

計 8名

社会
|

保育士、

福祉士、

福祉主事

保育士、

福祉 士、

計 150名

介護士、介護

看護師など

1業
所内保育所、障害者福祉サー

|ビス事業所

東御市

混在型



2.調査概要

施設の環境構成や幼老複合施設及び宅幼老所として運営を始めた理由、施設内での高齢

者と子どもの交流実態、互いに苦手意識をもつ高齢者と子どもに対する施設職員の働きか

け、他施設及び関係者間における情報共有の実態などに関し、施設見学や職員への間き取

り調査及びアンケー ト調査を実施 した (巻末資料参照)。 調査期間は、2018年 7月 から 12

月である。なお、アンケー トの回収方法は、直接回収、電話にて回答、データにて回収の 3

種類である (【 Table.21参 照)。

また本研究では、世代間交流における交流に関し、施設側が意図する交流を「計画的交

流」、施設側が意図したわけではなく発生した交流を「自然発生的交流」と定義し(〔 Table,3】

参照)、 交流の有無及び交流形態、並びに世代間交流による様々な影響について分析 。考察

を行 う。

【Table.2】 調査概要 (実施 :○ )

① 施設見学 ② 職員への
一  |

|

③ アンケー ト調査

聞き取 り調査 (回収方法 :直接・電話・デー

【Table.31本研究における交流の定義

鰤
ことによる交流

-
施設側が意図 したわけではなく、高齢者 と子どもが自由

|

|

時間や延長保育の時間、また玄関などの共通利用の場で
|

|

1 ○ ○

夕 )

直接

○ ○ 直接

3 ○ ○ 電話

4 ○ ○ データ      |

○ ○ 電話

6 ○ 〇 直接

`

○ ○ ②と合わせて聞き取り

交流名

計画的交流 施設側が意図して設定している交流時間や行事がある

自然発生的

交流

自然 と交流する機会があることによる交流

No.

内 容



Ⅲ.研究結果と考察

1.幼 老複合施設及び宅幼老所として運営を始めた理由

運営を始めた理由に関し′ては、施設職員に聞き取り調査を行った。その中で、「田中康夫

元長野県知事が宅幼老所の運営を推奨 していたため」という理由が 5施設 (施設 No.1・ 2・

3,4・ 6)で共通 して挙げられたcそ の他には、「施設開設者が富山型デイサービス注
"に影

響を受けたため」 (施設 No.1・ 5)、
「地域の状況から、高齢者施設だけでなく、子どt)が 生

活できる場が必要だと感じたため」 (施設 No.4・ 5)、 「経営のため」 (施設 oヽ.5)、 「運営者

が高齢者だけでなく、子ども (障がい児を含む)も 一緒に過ごせる場を作 りたいと考えた

ため」 (施設 No.5・ 6)、 「法人が子どt)、 高齢者、障がい者などみんなが一緒に生活ヒ/て い

ることが当たり前であるという考えであるため」(施設 No.7)、 「施設職員が子どもを預けら

れるような環境を整えたいと思つたため」 (施設 No.7)と いう理由が挙げられた。

この点から、長野県が宅幼老所として、地域住民誰もが一緒に生活できる場の形成を推

奨 したこと、また、この取 り組みに対する支援体制を整えたことが宅幼老所として運営を

始める大きなきっかけになったと考えられる。実際に、長野県のホームページ (2018.10.22

更新)よ り、長野県では平成 14年度以降、県単独事業として市町村への宅幼老所の施設設

備に係る補助金の交付を実施 している。また平成 21年度以降は、さらに助成対象の幅を広

げた 「地域福祉総合助成金交付事業」及び 「宅幼老所機能強化事業」を実施 しており、平

成 14年度以降、宅幼老所の運営は増加 し続けている注014)。 また、中には市町村として宅

幼老所に助成を行つているところもあり、県と市町村双方の手厚い助成が受けられている

施設も存在する。このような県や市町村の支援による宅幼老所の経営面´ヽの影響も大きい

と推測される。

加えて、『幼老複合施設』の設立者や運営者、また職員がノーマライゼーションの理念を

理想 としていること、またこの理念こそが本来の社会のあり方であるという考え方をもつ

ていることが開設及び運営に繋がっている大きな要素であると思われる。この点に関し、

施設 No.1の 運営理由としても挙げられているように、新しい福祉サービスの先駆的な取り

組みである「富山型デイサービス」が大きく関連 していると推測される。実際に施設の中

には、富山県まで研修に出掛けていたり、「富山型デイサービス」を実際に運営している関

係者や施設と情報交換をしていたりと、施設ごと独自の方法で運営に関し、「富山型デイサ

ービス」を参考にしている様子が窺えた。



さらに、
「
経営のため」 (施設 No.5)と いう理由も挙げられたG高齢者を対象とした事業

及び障がい児を主とする子 どもを対象とした事業、また障がい者を対象とした事業のうち、

たとえ経営が困難な状態に陥ってしまう事業があっても、他の事業を続けていくことがで

きるようにとの思いから宅幼老所としての運営を始めたとい う。 しかし、この理由の背景

にも、地域内で障がい児が生活できる場がなかったという地域の状況や設立者が富山型デ

イサービスに影響を受けたという点が大きく影響している。

このように、幼老複合施設及び宅幼老 FI「 として運営を始めた理由には、長野県が宅幼老

所を推奨 し、支援体制を整えたことが大きなきっかけになっているといえるものの、全体

を通 して、施設開設者及び運営者、また職員がノーマライゼーションの理念を理想として

いるという、施設側の理念が最も大きな要素であったとぃえるであろう。また、地域の状

況を受けて運営を始めたという理由が複数の施設から挙がったことから、『幼老複合施設』

が率先 tン て地域福社の向上に取り組んでいるょぅに思われる。この点からも『幼老複合施

設』から繋がる地域福祉の向上という点が窺えるのではないだろうか。

2.交流の有無及び交流形態

交流の有無及び交流形態に関して、アンケー ト調査による回答を基に 【Table.41及 び

【Table.51に まとめた。交流の有無は、A「 ある」、3「 日常的ではないが、交流の機会は

ある」、C「現在はないが、かっては交流の機会があったJ、 D「ない」の 4種類で分類した。

また、交流形態は、前述した 【Table.31の 交流の定義に基づき、「計画的交流」、「自然発

生的交流」、「その他」の 3種類で分類した。なお、「その他」の詳細に関ヒ′ては、自由記述

式の回答を引用したものである。加えて交流形態の設定方法に関しては、① 「毎年行われ

ていることを引き継いでいる、引き継いでいた」、② 「交流担当職員がおり、その職員を中

心に決める、決めていた」、③ 「職員全体で話し合って決める、決めていた」、④ 「利用者

や子どもからの希望を受け、その場で対応している、対応していた」、⑤ 「その他」の 5種

類で分類 した。

また、具体的な交流時間及び交流内容に関しては、自由記述式の回答を引用したものもし

くは電話及び聞き取り調査での回答の内容を筆者が要約したものである。



交流の有無

【Table.41交流の有無及び交流形態

その他 (3才未満の幼児の利用があつた。)

その他 (長期休暇 (夏休み)中の職員の子供等
|

が来所 し交流する。)

計画的交流
一 一 一 一 ― 一 一 一

―

|

自然発生的交流

計画的交流及び自然発生的交流 ④

その他 (ス タッフの子連れ勤務 (長期休みの小

学生も含む)、 乳幼児のお預かり)

計画的交流及び自然発生的交流
――一―一一」

No. 具体的な交流時間と交流内容

1 保護者の都合によつて利用日、時間が異なつていた。

2 時間 も内容 も特に決 めていない。

どち らか とい うと子供の気分 にまかせている。

足で来ていた。

以前は近 くの保育園の子供たちが遠

13 年に 2回、1時間 30分程度児童館の子どもが施設に訪れる、もしくは施設側から児

1童館に出向き、交流する。

一日30分程度。一緒に歌を歌うなど。

計画的交流 :高齢者 と子 どもの利用時間が重な るよ う意図 してサー ビス提供時間を

設定 している。一つの空間に一緒に居るとい う交流をしている。

自然発生的交流 :一緒にかるた取 りをした り、おやつにするとうもろこしの皮をむ

|いたりと、自然にのんびりと交流する。

来所時よりお帰 りまでいつしよに折紙をする、ジグゾーパズルをする、など。

計画的交流 :全ての催 し物を合同で行 う。週に一度は、特に時間設定などをするこ

となく子どもが高歯命者のところへ出向き、交流する。

自然発生的交流 :玄関が共通鵞1用 であり、部屋が隣同士だったり、廊下が繋がつて

④

【Table.51交 流形態による具体的な交流時間と交流内容

いたりするため、毎日頻繁に見られる。子どもの姿を見に高齢者が保育室に訪れる。

No. 交流形態 交流形態の設定方法

1 C ④

り^
４ B ① `④

3 B ②

4 A ④

〓
０ A

6 C

7 A ②

4

6

7



調査対象施設を分類すると、子どもの利用が日常的にある施設は、3施設 (施設 No.4・ 5・

7)であり、この 3施設においては高齢者と子どもの日常的な交流の機会があるという結果

であつた。その他 4施設 (施設 No.1・ 2・ 3・ 6)においては、「開設当初から子どものネ1用

があることはまれであり、現在では子ど1)の利用がほとんど無いため、世代間交流が行わ

れる機会は非常に限られている」という状態であった。なお、施設 NO.2・ 6、 また職員への

間き取り調査から施設 No.1・ 3の計 4ヶ 所の施設では、利用する子どもは、保育施設が休

みの日及び長期休暇中の職員の子どもが中心である、もしくは中心であったという点が共

通していた。中には、「利用者の送迎の際に一緒にひ孫を預かることもある」 (施設 No,3)

とい う回答もあり、家族の利用に伴 う子どもの利用がある施設 も見られた。

さらに、計画的交流を行っている施設 |ま施設 No.3・ 5。 7の 3施設であり、その他 4施設

(施設 No.1・ 2・ 4・ 6)においては、自然発生的交流もしくは自然発生的交流に分類される

と考えられる「その他」とい う回答であった。

交流形態の設定方法に戻iし ては、5施設 (No.1・ 2・ 4・ 5。 6)において、「利用者や子ど

もからの希望を受け、その場で対応 している、対応 していた」という結果であつた。また、

施設 No.2の み「利用者や子どもからの希望を受け、その場で対応 している、対応 していた」

という設定方法と、「毎年行われていることを引き継いでいる、引き継いでいた」という設

定方法の 2つの設定方法を交流時の状況などに合わせて取 り入れていた。加えて、計画的

交流を行つている施設 No.3・ 7の 2施設では、交流担当職員が配置されていた。

以上の点から、高齢者と子ども双方を対象とした事業を行つているものの、本研究の調

査対象施設の中には、利用者が高齢者に偏っている施設が多く、世代間交流の様子がほと

んど見られない施設が多いことが分かつた。実際に、調査対象施設以外のその他 3ヶ所の

宅幼老所に電話にて尋ねたところ、「現在は子どもの利用がほとんどない」という声が聞か

れた。このことから、長野県内で本研究の調査対象施設と同様に、高齢者と子ども双方の

利用を対象とする事業の運営を行っている他の宅幼老所の中にも見られるものではないか

と想定されよう。

子どもの利用が少ない理由について、該当施設の回答では、「施設のある市町村の保育体

制が整ってお り、わざわざ宅幼老所を利用する必要性が少ないこと」が共通 して挙げられ

た。また、施設 No.1で は、「今では町内に核家族世帯が増えたものの、数年前までは大家

族世帯も多くあり、家庭内保育が充実していたこと」が理由の一つと考えられるという。

さらに、施設の中には、「職員の中に保育に関わる有資格者はいるものの、高齢者への支援

10



で手一杯であり、子どもハヽの支援にまで手が回らない。Jと い う声など、人手不足を指摘す

る声が聞かれ、現在では子どもの受け入れを停止する申請を出しているという施設も見ら

れた。

このように、日頃子どもが通っている保育施設の延長保育や土曜保育、児童館などの利

用可能な保育体制の充実により、保護者が不在の時でも身近な地域に、また子どもが慣れ

親 しんでいる場所に預けて5こ とができるということがかえつて宅幼老所を利用する子ども

が増加 しない理由の一つと考えられる。宅幼老所における世代間交流の機会よりも、地域

の保育体制の充実の方が求められているのではないだろうか。

また、施設を利用する高齢者の自立度や認知度の低下、利用する高齢者の人数の多さな

どにより、職員が高齢者への支援で手一杯になつてしまっており、本来、宅幼老所の理念

として厚生労働省 (2013)に掲げられている「いつでも誰でも受け入れ可能JOと いうこと

の実現が困難になってしまっている現状が見えてきた。この点は宅幼老所における大きな

課題であるといえるであろう。 しかし、前述したように、宅幼老所における 「サービス形

態は地域のニーズに応 じて様々に設定される」めものであるため、高齢者の支援体制の充実

とい う地域のユーズに応 じて設定されており、宅幼老所における子どもの利用が少ないこ

とが必ず しも宅幼老所が解決すべき点であるとも言い切れない。施設が地域のニーズに応

じてどの点を重視 していくかが重要となってくるであろう。

加えて、人々の意識全体として、「地域内の世代間交流の減少」という問題について危機

感を感 じている人がごく一部の人に限られている点にもある。伝統を継承する機会が減少

していたり他世代への理解や関心が不足していたりと、世代間交流の減少が一般的には間

題視され始めているものの、日常生活を送っていて、世代間交流が減少 しているからとい

って、直接的に大きな影響を受けることは少ないと思われる。この点から、多くの人々に

とってはあまり、世代間交流の減少は急を要する大きな課題であると捉えられてはいない

可能性が高い。このような人々の意識が世代間交流促進が進まない要因となっており、宅

幼老所にあえて子どもを預けようと考える保護者が少ないことへと繋がっているのではな

いだろうか。これらの課題を解決するためにはまず、宅幼老所のみならず、近年、特に言

われている介護職の人手不足の問題を解決 していかなければならない。その上で、地域内

の世代間交流の減少について、対応が急がれることを地域内に広める働きかけが重要では

ないだろうか。この人々の理解及び意識の変化が、地域福祉向上の大きな一歩に繋がると

考える。
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なお、施設 oヽ.2の 聞き取 り調査から、子どもの保護者が宅幼老所に預ける理由の一つと

して、地域の保育施設のように我が子が複数人の中の一人になるより、高齢者の中の一人

になる方が良いという考え_方 をもつていたということが挙げられた。このことから、我が

子をどのような環境に預けるかということに関する保護者の考えから『幼老複合施設』で

の世代間交流の機会を生むこともあると考えられる。

交流形態に関しては、前述 したように、北村 (2003)は、幼老複合施設における世代問

交流の実態調査からは、「施設側が企画するソフ ト面での 「しかけ=(計画交流)」 の役割の

重要性が浮かび上がつてくる。」
101と 述べている。本研究の調査対象施設では、分棟型及び

積層型のように、基本的な生活空間が高齢者と子どもで分かれている環境設備、いわば『幼

老複合施設』の定義と同等の環境設備である施設において、子どもの利用を対象とする事

業の規模が平均的に大きく、子どもの利用が日常的にあることで、世代間交流の機会が多

いことが分かつた。子どもの利用が少ないことも関係 しているが、一見自然発生的交流が

より多く見られるのではないかと考えられる混在型の施設よりも、施設職員の働きかけに

より、場所や階を移動することが多いと思われる分棟型及び積層型の施設の方が世代間交

流の機会が多く、本研究からも施設職員を中心とした第二者の働きかけの重要性が一部見

られたように思われる。

しかし、本研究では、交流形態及び交流内容、交流形態の設定方法における重要性以上

に、介護職の人手不足対策をはじめ世代間交流について、地域の人々の理解や意識の変化

がより課題解決の重要性として見えてきた。

3.施設内及び施設外で見られた世代FH5交流による影響

施設内及び施設外で見られた世代間交流による影響に関しては、記入式のアンケー ト調

査の回答を 【Table.61にまとめた。なお、特に見られなかつた場合は無口答とした。また、

〔 〕内の言葉は、分かりやすくするために筆者が補った言葉である。

ワ
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ITable.6】 施設内及び施設外で見られた世代間交流による影響

施設内 「‐，‐
施設外

お互い 〔高齢者 と子 ども〕が適度に相手をし

ていた。お互いに疲れるとお もいお もいの行

動をした。

子供が車イスの使い方押 tン 方を覚えた。〔子

どもが〕高齢者と自然と接することができる

ようになつた。

高齢者が子供を見ると必ず笑つてくれる。

普段あまり笑顔を見せない高齢者が子ども

に対 し笑顔を見せたり、子どもを見て涙ぐん

だりするc

認知症の高齢者が子 どもに会 うために積極

的に通所 してくる等。

子 どもたちがくると高齢者の笑顔が増える。

子どもがいると高齢者の表情が明るくなる。

実の祖父母と孫のような関係が見られる。

認知症により殆 ど自ら動 く事 もできなくな

つた方 も子 どもの声がするとその方向を見

た。

〔高齢者が子 どもに〕お菓子 (自 分のおやつ )

をあげようとした。

子 どもが高齢者 と接す ることを当た り前に

思い、怖がつた りすることがなく、仲良くな

つている。

認知症の方が子 どもを見て笑顔になる。子 ど

もと交流ができる|た めにこの施設 を利用 し

ている方 もいると思われる。

特になし

〔子どもが〕他の高齢者施設に訪

問した時に何も抵抗なく接するこ

とができた。

―

―特 にな し

特にな し

特にな ヒノ

|

―
―

― ― ― ― ― ― J

〔職員が利用者の家族から〕家に

帰って子どもの話をしたという事

は聞いた。

施設外からボランティアの方が来

ても、子 どもが普通に他者の存在

を受け入れている。子 どもが車イ

スや杖 を使っている方、足の不自

由な方がいることを当た り前に考

えられている。

高齢者が子どもを見て喜び、自身

が幸せだった時を思い出す。

０
０



【Table.6】 より、施設内で見らねフた世代FHH交流による影響に関しては、全調査対象施設

において良い影響が見られた。また、その影響の内容に関しては、
「
普段あまり笑顔を見せ

ない高齢者が子どもに対し笑顔を見せた り、子どもを見て涙ぐノレだりする」、「認知症の高

齢者が子 どもに会 うために積極的に通所 してくる」などといつた、高齢者側の変化がより

多く見られた。このように.、 高齢者にとつては、世代間交流はより良い影響を生み出す可

能性が窺えた。この影響は、高齢者 と子どもという大きく異なる世代が交流することで生

まれることであり、壮年の世代と高齢者世代との交流よりも期待できる点であると考えら

れる。また、本研究では第二者である施設職員からの情報のみをまとめたが、当事者であ

る高齢者や子どもたちにとつて、この世代間交流から、第二者には分からない、もしくは

現段階では見えていないものの、少なからず影響を及ぼしていることもあるのではないだ

ろうか。

また、施設外で見られた影響に関しては、「特になし」の回答が多かったものの、高齢者

が家庭で子どもの話をしているということや、子どもが他の高齢者や障がい者との関わり

に抵抗感を抱かなくなつたことなど良い影響が一部に見られた (施設 No.2・ 6。 7)。 このよ

うに、多少ではあるものの、『幼老複合施設』内での世代間交流が、施設外へと広がつてい

る様子が本研究においても見られ、この点は今後大いに期待できるのではないかと考えら

れる。高齢者が家庭で子どもの話をすることで、さらにその高齢者や家族が他の子どもと

交流できる場に足を運ぶようになり、やがて友人や地域の人々に広がっていき、地域内の

世代FF5交流の場が徐々に広がつていくことを期待したい。

また、子どもが高齢者と関わることに対する抵抗感が少なくなることで、『幼老複合施設』

内で関わる高齢者だけでなく、地域内で共に生活する高齢者などとも交流する機会が増加

していくことが期待できるのではないかと考える。加えて、このような子どもを通して、

子どもの保護者においても、近年関わる機会が減少 している高齢者と交流する機会に繋が

ることができるのではないだろうか。このように、幼老複合施設における高齢者と子ども

の世代間交流から、高齢者 と他世代への交流へ、と繋がる可能性をもつのではないかと考え

る。

4.双方に苦手意識や抵抗感を抱いている高齢者や子どもに関して

双方に苦手意識や抵抗感を抱いている高齢者や子どもに関しては、【Table.71に まとめ

た。なお、自由記述式のアンケー ト調査の回答を引用したものである。
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【
′
rable,71双方に苦手意識や抵抗感を抱いている高齢者や子どもに関する事例

職員の配慮

|

1 特にな し

子供が苦手な利用者さんには近付かない

よう配慮していた。

特にな し

認知症の方も、3歳未満児 も声のかけ方は

同 じ。前か ら静かに目を見て近づ く。勿

論笑顔を忘れずに。

特になし。感染症には気をつけている。

利用者によつては子どもの高い声を嫌 う

方もいたが、多少の意識をして別の部屋

へ移すくらいだつた。

子どもは意識 していなくても、子どもが

握手を拒んだ時など高齢者は気にしてし

まうため、保育者が側について声をかけ

る。

苦手意識や抵抗感がなくなった事例  |
― ―

         

一

特にな し

子供の方から近付いていつて手を握つた
|

リスキンシップしたりした時に笑顔が見
|

られた。

手遊びなどお互いが触れ合える機会がで

きると自然に打ち解ける、握手をしたり、

高齢者が子どもに肩を叩いてもらつたり

すると笑顔になる。

最初は難 しくても、繰 り返 し接 してし

ば心を開いてくれる。

苦手意識を感じている高齢者も子どもも

ほとんどいないため、特にない。

時間が解決 してくれたc

特になし

継続 して交流 していく中で特別なことで

はなくなる。

|       ___J

【Table.61か ら、職員は、和J用者や子どもの気持ちをくみ取 り、距離感を意識 したり、

利用空間を分けたりするなど、可能な限り少ない配慮となるようにしていた。 しかし、そ

のような配慮により、同一空間で生活 していく中で次第に、初めは抵抗感や苦手意識を抱

いていた利用者及び子ども自身が慣れていき、時間が解決 していくということが見られた。

また、子どもから高齢者に積極的に関わることで、苦手意識を感 じていた高齢者も受け入

れることができていたようである。

| 2



5.他施設との情報共有や連携に関 して

宅幼老所においては、「県が主催する宅幼老所の会や市町村が主催する連携会議などがあ

るものの、現在では参加 しておらず、情報共有できていない」という声が聞かれた (施設 3・

5)。

宅幼老所の運営に関 しては、以前は県が管轄 していたが、今は市町村が管轄を行つてい

るため、市町村 を越えての情報共有は難 しく、また、他の市RI~村が行っていることがまた

別の市町村では当た り前だとは限 らず、反対に情報がありすぎると困難になることもある

とい う声が聞かれた。

また、幼老複合施設 (施設 No.7)に 関しても、「近隣の保育施設などとの連携や交流を行

っていたり、他施設から施設 No.7に 施設見学に来たりすることもあるものの、全体的には

他施設との情報共有や連携は少ない」との回答であつた。前述 ヒ́たように、北村 (2005)

は、今後は、「互いに率直に議論し合えるようなネットワークづくりが求められよう。」
12)

と述べている。このようなネットワーク作りには市町村や県を超えた仕組みを整えること

が必要となると考えられ、また情報量が増えすぎて、混舌ししてしまわないよう整備する役

割も重要であり、様々な課題が隠れていると考えられる。宅幼老所及び幼老複合施設の情

報共有の仕組みが整 うまでには多くの時間を有することだろう。
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Ⅳ.ま とめ

以上のことから、幼老複合施設及び宅幼老所は、各施設内で試行錯誤 し、その地域のニ

ーズ、また施設職員のニーズに合わせて運営していることが分かつてきた。また、世代間

交流に関しては、行われる頻度や内容は施設ごとに大きく異なつているものの、それぞれ

取り組むよう意識して働きかけていることが窺えた。この′点からも、『幼老複合施設』から

生まれる世代間交流を通し,て 、地域福社が向上していく可能性が見えてきたように考える。

特に、宅幼老所における世代間交流に関しては、「高齢者への支援で手一杯であり、子ども

の支援にまで手が回らない」など課題が見られるものの、これらは地域のニーズを受け、

柔軟に対応 しているために生 じた課題でもあるといえよう。 このような課題は今後 さらに

考察 していくことが必要であろ う。

『幼老複合施設』間の情報共有の仕組みには現在もなお課題が見られるが、この課題に関

しては、市町村や県を超えた仕組みを整えることが必要であり、仕組みが整 うまでにはか

なりの時間と労力を有するだろう。

そのためにまず、地域内など小規模なところから情報共有の仕組みを整えていくことが

大切であると考えられる。現状、地域内で情報共有するための会議や会などは市町村によ

り多々あるようだが、以前は参加 していたものの、今は参加を辞めてしまつたという施設

も多く聞かれた。参加を辞めてしまつた背景には施設ごと様々な事情があると思われるが、

会議や会となると参加できる時間が限られてしまったり、職員が参加するために人手が不

足してしまつたりするといつたことが考えられる。『幼老複合施設』間が情報共有するため

には、直接施設職員が集まり、意見交換をすることが望ましいことではあるが、難 しい場

合も多いため、まずは地域内の『幼老複合施設』が情報共有できるようなホームページや

掲示板、メール配信などの情報共有媒体の作成から進めることが改善策の一つとなるので

はないだろうか。そのために、さらに各施設と市町村の連携が行われていくことが求めら

れよう。
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おわ りに

本研究より、宅幼老所及び幼老複合施設の開設及び運営は、地域の状況に合わせて柔軟

に行われてお り、実際に施設内の世代間交流から施設外へ と広がっている事例が見られた。

このことから、『幼老複合施設』から地域福社向上へと繋がつていく可能性が垣聞見えたよ

うに思われる。

また、『幼老複合施設』は施設ごとに試行錯誤し、独自の方法や考え方、また禾1用者及び

滲1用する子どもの状態に合わせて世代間交流の機会を設定していた。現状では、『幼老複合

施設』間における情報共有の仕組みが整つていないため、施設内もしくはその地域内のみ

でしか『幼老複合施設』内での取り組みが共有されていないc情報共有することで、他施

設の有効的な取り組みを参照し、よりその施設及び地域に合った世代間交流の場が形成さ

れていくのではないかと思われるっ市町村や県を超えての情報共有の仕組みを整えるには

多くの時間と労力を有することであると思われるが、まずは地域における情報共有の仕組

みを整えることで、次第に市町村へと広がり、さらには県へと、小規模な情報共有の仕組

みづくりから大規模な情報共有の仕組みづくりに繋がつていくことができるのではないか

と考える。第一歩として、身近な地域における情報共有の仕組みづくりを各施設及び市町

村が連携 tノ て行つていくことが求められるのではないだろうか。

しかし、本研究のみでは不十分である点も多いため、今後さらに宅幼老所及び幼老複合

施設に関する研究が深められることを期待したい。
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狂

注1)幼 老統合ケアとは、「高齢者ケアと次世代育成を融合・連携させることで、対費用効

果やケアの質の向上、高齢者の生きがいづくり、教育的効果など」を狙った取り組

みのことを指す。

(引 用文献)(多湖光宗監修 (2006):「 少子高齢化も安心 1幼老統合ケア “高齢者

福祉"と “子育て"をつなぐケアの実践と相乗効果」,黎明書房,pp.1.20-22行 日)

注2) 宅幼老所及び幼老複合施設には、幼児だけでなく乳児や小学生、障がい者、障がい

児など地域でともに生活する様々な人々が利用する施設も含まれるが、本研究にお

ける世代間交流とは、60歳以上の高年齢者及び高齢者 と乳幼児から小学生までの子

ども (障がい児を含む)の交流のことを指すじ

注3) ノーマライゼーションの理念とは、「障害のある人もない人も、互いに支え合い、地

域で生き生きと明るく豊かに暮らしていける社会を目指す」というものである。

(引 用 Webページ)(厚生労働省 :障害者福祉施策の考え方)li害者の自立と社会参

加を目指して

https://www.mhlw.go.jp/bunya/shougaihoken/idea01/,参 難1日 :2018.12.12)

注4) 「宅幼老所一覧」は平成 30年 4月 1目 現在のt)のであり、公開を希望する事業所の

み掲載 している。

(参考 Wcbページ)(長野県(2018.10.22更 新):宅幼老所一覧 (平成 30年 4月 1日

現在 )

(https://wη%′.pref.nagano.lg.jp/kaigo― shien/kenkO/koureisha/shisetsu/takuyo

rojo.html,参 照日 :2018.12.12)

注5) 「富山型デイサービス」とは、「富山から全国に発信 した、新しい形の福祉サービス

のこと」①)であり、「赤ちゃんからお年寄りまで、障害の有無に関わらず、誰もが

一緒に身近な地域でデイサービスを受けられる場所」②)の ことを指す。

(引 用 Webページ)(①)富 山県厚生部厚生企画課 (2013):富 山型デイサービ

ス,pp.2.13-14イ予目

(http://www.toyama― kyosei.jp/wp―

content/uploads/2014/03/h25_toyamaday.pdf#search=%27%E5%AF%8C%E5%Bl%Bl%E7%

9C%8C十%E5%AF%8C%E5%Bl%Bl%E5%9E%8B%E3%83%87%E3%82%A4%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%8

3%93%E3%82%B9%27,磁
'員

照日 : 2018.12.12)
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(引 用 Webベージ)(②)富 山県厚生部厚生企画課 (2013)i富 山型デイナービ

ス,pp.2.2-3行 日

(ht tp://wヽ vT.toyama―kyosei.jp/wp―

content/uploads/2014/03/h25_toyainaday pdf#search=%27%E5‰ Fヽ%8C%E5%BI%Bl%E701r・

9C%8C十%E5%AF%8C%E5%Bl%Bl%E5%9E%8B%E3%830087%E3%82%A4%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%8

3%93・70E30/082%B9%27,多え員照日 1 2018.12.12)

注6)長 野県ホームページ (2018。 10.22更新)よ り、「長野県では、平成 14年度以降、県

単独事業で、市町村に対 し、宅幼老所 (名 称 自体に変遷あ り)の施設設備に係る補

助金」の交付を実施している。また、『平成 21年度からは、従来の福祉関係の県単

独補助事業を整理統合し、市田r村が地域の特性に応じて高齢者や障がい者等の誰も

が生きがいをもつて生き生きと暮らせる安全で安心な社会づくりの実現に向けた

様々な福祉サービスを総合的 ,一体的に実施することを可能にするとともに、市町

村が地域福社の充実に向けて取組む独自事業を新たに助成対象に加えた「地域福祉

総合助成金交付事業」として実施』している。さらに、『県内各地にある宅幼老所の

「地域の身近な福祉の拠点」としての機能を強化するため、宅幼老所の持つ、高齢

者やこどもなど地域の様々な困りごとの相談に応じる「よろず相談機能」を担う人

材の育成や、市町村が求める地域支援事業の担い手として、宅幼老所の参画を促進

する』ため、「宅幼老所機能強化事業」を実施している。

(引 用 Webページ)(長野県 (2018.10.22更 新):宅幼老所について,長野県の宅幼老

所に関する取 り組み

(https://Www.pref.nagano.lg.jp/kaigo―shien/kenko/kourei sha/shisetsu/takuyo

rojo,html,参 照 日 :2018.12.12)
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貴施設についてお答えください。

1.日 常的な高齢者と子どもの交流はありますか。

□ ある   □ 日常的ではないが、交流の機会はある

日 現在はないが、かつては交流の機会があつた    □ ない

→ 「ある」、「日常的ではないが、交流の機会はある」、「現在はないが、かつては交流の機

会があつた」と答えた方は 2へ、「ない」と答えた方は 7へお進みください。

2. (1で 「ある」、「日常的ではないが、交流の機会はある」、「現在はないが、かつては

交流の機会があつた」と答えた方)

どのような交流形態ですか、もしくはどのような交流形態でしたか。複数ある場合は、

あてはまるもの全てにお答え_く ださい。

□計画的交流 (施設側が意図して設定している交流時間や行事があること)

コ自然発生的交流 (施設側が意図したわけではなく、高齢者 と子ど1)が 自由時間や延

長保育の時間、また玄関などの共通利用の場で自然と交流する機会があること)

□その他 (                                 '

3. (1で 「ある」、
「日常的ではないが、交流の機会はある」、

「現在はないが、かつては

交流の機会があつた」 と答えた方 )

具体的な交流時間と交流内容についてお答えください。

ヽ

―

ノ

／

１

＼

次のページに続きます→



4. (1で :あ る」、 1日 常的ではないが、交流の機会はある」、
「
現在はないが、かつては

交流の機会があつた」と答えた方)

交流形態はどσ)よ うな形で決めていますか、もしくは決めていましたか。

□毎年行われていることを引き継いでいる、引き継いでいた

コ交流担当職員がおり、その職員を中心に決める、決めていた

コ職員全体で話 し合って決める、決めていた

コ利用者や子どもからの希望を受け、その場で対応 している、対応 していた

□その他 (                            )

5。  (1で
'あ

る」、「日常的ではないが、交流の機会はある」、「現在はないが、かつては

交流の機会があつたJと 答えた方)

施設内で見られた高齢者と子どもの日常的交流による影響はありますか、もしくはあり

ましたか。

【例l認知症の高齢者が子どもの顔や名前を覚えられていた、子どもが車いすの使い方や

押し方を覚えた、など

6. (1で 「ある」、
「
日常的ではないが、交流の機会はある」、「現在はないが、かつては

交流の機会があつた」と答えた方)

施設外で見られた高齢者と子どもの日常的交流による影響はありますか、もしくはあり

ましたか。

【例】高齢者が地域の世代間交流の場に参力,することが増えた、子どものご家族からバス

や電車の中で子どもが高齢者に席を譲つたと聞いた、など

ヽ
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ノ

／

１

＼

ヽ

―

ノ

／

１

＼

次のページに続きます→



施設内の高齢者 と子ど()の 世代間交流 と

見 られた取 り組みはあ りますか、 もしく

には、具体的な取 り組み内容をお答えく

い う点に関 して、特に望ま しい成果や影響が

はありましたか。ある、もし′くはあつた場合

ださい。無い場合は空欄で構いませんc
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9.双 方に苦手意識、抵抗感を抱いている子 どもや高齢者への対応の仕方、声の掛け方に

関 して、留意 していることはあ りますか、 もしくはあ りましたかのある、あつた場合

には、具体的にお答え下さい。無い場合、またそ ういつた利用者がいない、いなかっ

た場合には空欄で構いません。
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次のページに続きます→



11.職員体市1について教えてください。 ( )内に人数を記入 してください。

□保育士 (   名)  巳介護士 (   名)  □介護福祉士 (   名 )

コ看護師 (   名)  コ社会福祉士 (   名)  ロケアマネジャー (   名 )

□児童指導員 (   名) □理学療法士 (   名)

□その他 (職業     、人数   名)(職業     、人数   名 )

質問は以上です。

ゴ協力いただきまして誠にありがとうございました。



職員の皆様

11成 31113'1

山梨県立大学人間福祉学出:

卒業研究指導教員 ill鰤主也

学生 宮島理沙

ご協力いただ

、無事に卒業

させていただ

また、皆様に

ご l′ :承 くださ

「ガJ老複合施設から繋がる地域福祉向 Lの |∫能性

―幼老複合施設における人的環境と物的環境の考察から―」

の研究へのご協力に対
-1~る

御礼

時下、益々ご清栄のこととお喜び申し_llげ ます.

さて、このたびは、お忙 しい中、私共が取 り組んで参 りま した上記の研究に

きまして、誠にありが とうございましたら皆様にご協力いただきました ことで

研究論文を書き上げることができました.′ とヽより御ネL中 ヒ′liげ ます
`

なお、論文の作成にあた りまして、情報過多などの理由により、当初」お伝え

いてお りました調査内容 と 一
部変更させていただいている剖

`分

がございますこ

ご協力いただきました調査内容は ‐
部抜粋 させていただいてお ります。何卒

います .よ う、お願い致 します。

本封(笥 内に、だ、共の卒業研究論文及び抄録を|11封 させていただきましたによろしければ日

を通 していただけると幸いです.

加えて、以前お話を頂いてお りました、「オ|リ ト屋様のホームベージに本論文を掲載 してい

ただくJと い うことに関 しまして、お手数ではございますが、山梨県立大学飯田|ス1書館 (飯

田キャンパス)σ )ホームページにア クセスしていただき、「DB検 索 CiNli(リーイニ ィ)J

より、本論 文「幼老復合施設から繋がる地域福祉向 ]1の 可能性Jと 検索 していただいたのち、

表示されたア ドレスを掲載 していただく形とな りますし ご f承 ください.なお、2019年 3

月 29日 現在ではまだ山梨県立大学飯日1図 書館のホームベージには掲載 されてお りません(‐

掲載 まで少々お時間1を ■いているようですので、今 ヒ́ばらくお待す)く ださい
=



また、本論文に関しまして、 ご質間等がござしヽましたら、 卜面反)連絡先までお問い合わせ

くださし)ますよう、 お粕しsi文します。

末咽ながら、 皆様のますますのご発展をお祈り申し上げますc

山梨県立大字：人間福祉学部人間形成字科 ‘臼島理沙

［お間い合わせ先J

宮島罪沙
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